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種播

1  は  し め  に

野菜は単収が高く,様々の作型があり作期も多様化して

いる。しかし,労働集約的であり,大面積をこなすには今

まで手仕事で行ってきた細かい播種,管理,収穫等の作業

の機械化が求められる。これらの細かい作業は機械では行

い難かった。ハクサイの裸種子は非常に小さく,こ れまで

の播種方式では播き難く,効率の悪い面があった。第 1報
1)

ではハクサイの裸種子のコーティングによる機械播種につ

いて検討した。その結果,コ ーティングにより,種子はや

や大きく整一な球形となり,機械に,1染み易くなった。そ

のため,最も単純なロール式の播種機でも精度の高い機械

播種作業が行えることが判明した。野菜には様々な形の種

子がある。細長い種子,異形の種子,大粒の種子などでコ

ート種子機械播種を行った場合には,播種精度など機械面

での検討の他に作業能率,コ スト,発芽率 ,生育,収量等

の栽培面も含めた検討が,従来の裸種子の場合の栽培法と

の比較で論じられる必要がある。

本報ではハクサイの他にダイコン,ニ ンジン,レタスを検討

した結果,ダイコンで良い結果が得られたので報告する。

2試 験 方 法

に)試験実施圃場 : 宮城県農業センター

l鍛試機種 : 小型入力播種機テンパルSH-1
(播種方式 :0-ル式 )

(3)品種 : 耐病総太り

対照としてスプリンター(ハ クサイ ),黒田

5寸 (エ ンジン),レッドファイヤー(レ タス )

に)耕種概要

1)播種期 :8月 20日

2)播種密度

]― 卜種子機械播種 :畦間150",株間295御,2条播き

裸種子手播き :畦間75K■l,株間50御 , 1条播き

3)施肥量 (α 当たり)

劇 巴 苦土́ ルー150り ,BM溶燐-10″ ,CDU 555-10″
4)圃場条件 :砕土率891%(2御以上の土塊の割合 )

3試 験 結 果

砂上での専用播種機による播種精度試験では表 1-α に

示すとおり早足程度 (089m/s)ま では 2粒づつ播かれる

ようである。ゆっくり播種すれば精度は高いのは当然と考

えられる。どの程度まで播種速度を早められるのかを検討

した。播種速度別に播き坪間の距離 (株間 )と播き坪への

粒数を一定区間計測し(10π程度 ),株間,粒数別に播種

速度を要因とした,繰り返し数の異なる一元配置の分散分

析を行った。播き坪当たり粒数では,全ての速度別データ

を含んだ場合 ,有意差が認められた (F-901>F(001)
‐434:自 由度‐4の 221)。 そして ,それ以 下の速度別
データを速い方から順に削って同様の分散分析を行うと,

それ以下の速度では,全ての場合に有意差が認められなかっ

た。すなわち,誤差分散と要因による分散の間に差が認め

られなかった。従って正確な株間,正確な播種粒数力沼 ら

れる速度は089mたから16m/sの間にあると考える。少な

くとも早足程度までは正確な播種精度が得られるものと考

えられる。

F・l時に各作物で試験を行った結果 (表 1-b,c,d),
この限界播種速度はハクサイでは138m/sと 2 1lm/sの 間

であり,レタスでは08m/sと 10m/sの間にあり,ニ ンジンで

は03m/s以下と考えられる。正確な点播が可能な播種速

度はハクサイ>ダイコン=レタス>ニ ンジンの1慣で高かった。
コートした種子の粒形を短径と長径で調査した結果 ,表

2のとおり長径と短径がほぼ同じで球形に最も近かったの

はハクサイのコート種子であった。球形に近い順にハクサ

イ>ダイコン=レタス>ニ ンジンの1慣であった。ニンジン

のコート種子はラグビー ボールのような形であった。コ
ーティングされた種子の形が播種精度に密接な係わりを有

していると考えられる。許容播種速度が03m/sで は播種精

度に問題が残るが多穴のロールを使用することによって播

種ロールの回転数を落とすことが可能であり,ニ ンジンの

コート種子機械播種は今後の課題として残された。

設定播種深と粒の大きさ,設定播種深と実際の播種深の

関係は表3に示すとおり,必ずしも設定道理ではないよう
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はずして砂上に行った。

表 1-a(語
鵜あ単下

の速度の違いによる播種精度

表 1-b ハクサイでの諫産の違いによる播種精度
(昭和62年 )

表 2 コート種子の粒形調査 (昭和62年 )

表3 粒の大きさと実播種深

表 5 生育調査 (昭和62年 9月 30日 )

に思える。設定播種深と粒の大きさは温度と解媒の関係の

様なもので切り放して試験することが出来ないと考えられ

る。従って設定播種深と粒の大きさを要因とした二元配置

で試験を行った。前述の様に一定区間 (10れ程度 )で ,播

き坪毎に播種深を実験毎に計測し,反復 (表中の反復では

ない )のある二元配置の分散分析を行った。その結果,設

定播種深の要因では有意差が認められ (F‐ 311,>F

(001)=684:自 由度-1の 132),当 然ながら10満 区と25

mlXで播種深度が表 3に示す様に異なることが確認された。

小粒と大粒の間でも有意差が認められ (F=170),表中
のデータの様に大位では播種深が設定より浅くなる傾向が

認められた。窄+が浅くなりやすいので注意を要する。

発芽率の良否は播種精度とともに出芽率に大きく関与し

てくる。ダイコンでは発芽率はコーティングした種子と裸

種子との間に差はほとんど認められなかった。表 4に示す

とおり圃場での出芽率も高く,ハクサイ,ダイコンについ

ては問題のない高い発芽率と考えられる。しかし,ニ ンジ

ンでは裸種子,コ ート種子ともに50～ 60%程度の発芽率で

あり,レタスでは夏季の高温下では発芽せず,低温による

芽出し処理が必要と考えられた。

ダイコンで生育の目安となる葉長,葉幅,収量に関して

播種法と場所の差を要因とした二元配置の分散分析を行っ

た結果,手播き区と機械播き区の間に大きな差は認められ

なかった。東西に試験区を取ったための差も認められな

かった。

播種作業の理論作業時間は手播で10α 当たり3時間13分 ,

機械播きでは播種速度を066m/sと して10′ 当たり34分で

あった。省力化の程度はほぼ 6分の 1であった。

4 ま

野菜の播種作業の機械化についてハクサイ,ダイコン,
ニンジ′,レ タスでコート種子利用のロール式播種につい

て検討した結果,ダイコンでは播種速度は早足程度まで正

確な点播 (粒数,株間 )が可能であり,実用が可能と考え

られる。第 1報で報告したハクサイの播種深は設定通りに

播かれるのに対してダイコンの種子は大きいため播種深は

設定よりやや浅めとなった。裸種子の大きさ,粒形等によ

リコートした種子の播種精度に差が認められた。コート種

子機械播種としたダイコンの生育は手播きと同等と認めら

れる。根重も差かないと考えられる。播種粒数が手播きと

機械播きでは差がなく種子代 ,間弓|き労力には差がないと

考えられた。機械作業による播種時間は34分と手播きの 3

時F8113分に較べて 6分の 1であった。
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表1-c ニンジンでの速度の違いによる播種精度
(昭和62年 )

表 1-d レタスでの速度の違いによる播種精度
(昭和62年 )
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表4 圃場での出芽精度 (昭和60年 ,月 2日 )

表 6 手播きの収量調査 (昭和62年 10月 20日 )

表7 機械播きの収量調査 (昭和62年 10月 20日 )
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